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小学校社会科学習における地域食文化の教材化
―小社会科授業実践「加須の手打ちうどん」を手がかりに―
Making of the teaching materials of the local food culture in Social studies of elementary school
― A Case of the Social studies class practice “handmade noodles of Kazo” for 3rd grade in the elementary school ―
峯 岸 由 治 ＊
Abstract
The aim of this study is concideration to method of Social studies Specifically, the Social studies
learning cotent of local food culture. Therefore, to analyze the elementary school third grade Social
studies education practice “Handmade noodles of Kazo”. “Handmade noodles of Kazo” is composed of
two learning content. One is things pertaining to handmade noodles. For example, ingredient in
handmade noodles, how to make to handmade noodles, a tool for handmade noodles, cooking of
handmade noodles. One is things pertaining to the state of affairs of the past. For example, Historical
buildings, changes in farming tools and living tool, transition of the farm products, transition of the
transportation, the change of a pattern for living. The relations of these two learning contents, things
pertaining to the state of affairs of the past is embedded in the context in things pertaining to handmade
noodles. That active learning will be developed. For example, experience, research, and interviews. In
other words, it was cooperative knowledge construction.
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．はじめに
食文化とは、「民族・集団・地域・時代などにお
いて共有され、それが一定の様式として習慣化さ
れ、伝承されるほどに定着した食物摂取に関する生
活様式」のことである1)。食物摂取に関する生活様
式とは、「食料の生産、流通から、これを調理・加
工して配膳し、一定の作法で食するまで」がその範
囲とされている2)。
この日本の食文化に対する関心は、2005年の食育
基本法の制定、2013年の和食世界無形文化遺産登録
以降高まり、多様な取り組みや教育実践が展開され
ている。例えば、2007・2008年度の兵庫県内におけ
る食育研究指定小学校の食育実践を見ると、その
24％が食文化に関する実践であったことが報告され
ている3)。そして、食文化に関する実践の約70％は
総合的な学習の時間を中心に行われていること、10
時間以上を使った実践が88％と多いこと、実践内容
としては「食の継承・歴史」「伝統食・郷土食」に
加えて、中学年では「地域の食」「産業・人」、高学
年では「料理・和食」が比較的多く取り上げられて
いることなどが報告されている。
この報告に見るように、食文化に関する実践、研
究は、総合的な学習を中心に展開されることが多
く、社会科教育における実践、研究は少ない現状で
ある。社会科において食文化を教材とした実践、研
究事例が少ない背景として、「食文化を直接的に取
り上げる単元はない」こと、食は「多様な社会事象
と関連できる一方で焦点化が難しい素材」であるこ
とが指摘されている4)。しかし、食文化は前述した
ように、「一定の様式として習慣化され、伝承され
るほどに定着した食物摂取に関する生活様式」のこ
とであり、「食料の生産、流通から、これを調理・
加工して配膳し、一定の作法で食するまで」がその
範囲とされている。したがって、歴史的現代的視点
から、社会科教材として開発が可能であり、伝統文
化の取り扱いが重視されている現行社会科教育にお
いて、その開発意義は大きいと考える。
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前述したように、食文化を取り上げた社会科教育
実践、研究は、少ない現状である。例えば、食文化
を教材とした先行研究としては、次のものがある5)。
⑴初沢敏生「模擬授業実践報告(3）―小学校年社
会科 地域の食文化の学習を例として―」
⑵平川泰海「『食』を視点にした小学校社会科授業
の開発研究―第
学年単元「加西市の農家（ゴー
ルデンベリーＡ）の仕事」の場合―
⑴は、教員養成系大学における小学校社会科に関
わる模擬授業実践を報告し、実践上の問題点を検討
したものである。模擬授業は、「どのような教材な
らば子どもの興味関心を引きつけることができるの
か」という視点から構想され、「単に子どもの興味
関心を引きやすいだけのものでなく、経験の共有化
を図ることが容易で、様々な方向への発展性を持っ
ている優れた教材」として、「食べ物」が選択され
ている6)。そして、いくつかの「食べ物」が検討さ
れた結果、「ソバは福島県の地域的特性を生かした
身近な作物であると同時に、各方面に発展すること
ができる力を持った教材となりうる」ことから、ソ
バが選択されている7)。さらに、教材化にあたって、
「『食べ物』は地域の文化と密接に結びついており、
それが現在の農業とも関係しているにもかかわら
ず、従来の農業のとらえ方だけではそれが十分に把
握できない」ことから、「地域の生活（文化）の中
にソバがどのように根付いているのかをとらえる」
内容構成が構想されている8)。本先行研究は、教材
化に関する検討視点について、示唆の多い研究と
なっている。しかし、「食事の変化を地域の人々の
生活の移り変わりとしてとらえる」単元展開が時
間扱いとなっており、研究としての限界がある9)。
⑵は、食を視点とした社会科地域学習における授
業開発を目的としたものである。本研究では、食を
視点とした社会科授業の意義を検討し、加西市の特
産物であるゴールデンベリーＡというぶどうを教材
として授業開発がなされている。また、開発授業終
了後、質問紙による調査を実施し、食を視点とした
社会科授業における内容構成として、「食の重要性」
「食文化」が関連することを報告している。しかし、
本研究では、ぶどう生産を中心に授業開発、授業実
践がなされているため、食文化といっても栽培史、
栽培方法、加工方法、食料輸入に限定された授業内
容となっている。
そこで、本小論では、埼玉県加須市立水深小学校
教諭（当時）山口真吾氏が、1996年度に行った小学
校
年社会科授業実践「加須の手打ちうどん」を取
り上げ、地域食文化の教材化に関する示唆を得たい
と考える10)。本授業実践を取り上げる理由は、第一
に、本授業実践が埼玉県総合教育センター発行の
『埼玉教育』1997年度教育実践研究論文の入選作と
して一定の評価を受けているからである。第二に、
本授業実践は、開発、実践、検証という関連研究と
なっており、開発構想が明確に示されているからで
ある。
研究方法は、次のとおりである。第一に、授業計
画として実践校、実践時期、指導計画等授業実践の
全体像を解明する。第二に、授業実践として、実践
記録に基づき授業でどのような内容が扱われ、どの
ような方法で授業が展開されているのかを抽出し、
授業の事実を確定する。第三に、授業構成として、
授業内容並びに展開方法の選択と構成の背後にある
考え方を解明する。扱われている内容、及びその順
番を内容構成とする。また、授業で展開されている
教授活動、並びに学習活動（以下、「教授・学習活動」
とする。）を展開方法とする。
．「加須の手打ちうどん」の授業計画
本実践は、1997年月、加須市立水深小学校
年
生の児童を対象に行われたものである11)。本単元の
目標は次の通りである12)。
「加須の手打ちうどんを調べることで、地域の人々
の生活の様子や地域の移り変わりについて理解し、
地域の人々の思いや願いについて考えることができ
るようにする」
そして、この目標のもとに、次のような下位の目
標群が設定されている13)。
【社会的事象への関心・意欲・態度】
地域の手打ちうどんを調べることによって、昔の
生活の様子や生活の移り変わりについて、意欲的に
調べることができる。
【社会的な思考・判断】
地域の手打ちうどんが伝わってきた背景を探るこ
とによって、昔や今に生きる地域の人々の知恵や願
いについて考えることができる。
【観察・資料活用の技能・表現】
地域の人々から昔の様子を聞き取ったり、資料で
調べたりする事で、昔の生活の様子を調べ、自分な
りの方法で表現することができる。
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【社会事象についての知識・理解】
聞き取りをしたり、体験をしたりすることによっ
て、昔の生活の様子や地域の移り変わりを理解する
ことができる。
上記目標を達成するために、以下のような16時間
扱いの指導計画（表）が立てられている14)。
．「加須の手打ちうどん」の授業実践
前述した目標を達成するために、授業は次のよう
に行われている15)。
第一次「手打ちうどんをつくろう」では、まず家
庭で手打ちうどんを作ったことがあるか、児童に調
べさせている。そして、この結果を報告しあう中
で、ほとんどの児童の家庭で手打ちうどんをつくっ
たことがあること、地域に児童の保護者も参加して
いる「下高柳うどんの会」という集まりがあること
を児童は知るのである。
次に、この報告の中で出てきた「下高柳うどんの
会」の方に学校にきていただき、うどんについて話
してもらうとともに、つくり方を教えていただき一
緒にうどんを味わっている。うどんに関する話の内
容は、以下のとおりである。
①うどんの歴史と種類②材料③つくり方とコツ④加
須の手打ちうどんについて
また、児童が体験した工程は、次のとおりである。
「小麦粉に水を入れてこねる→踏みござで小麦粉の
玉を踏み、こねる→ねかす（短時間）→麺棒でのば
す→切り台できる→大きな釜でゆでる（児童は見
学）→ゆでた麺を水にひたす→つゆを入れて試食す
る」
うどんを味わった後、「うどんづくり」に関する
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
（オリエンテーション）
○うどんについて勉強しよう
○各家庭のうどんづくりについて調べる。
○下高柳うどん会の人達とうどんづくりをし、試食する。
・うどんが地域の人々に親しまれてきたことを知る。
○うどんの試食や話から、うどんに関する疑問を学習問題として設定
する。
主な学習活動・内容

・手打ちうどんを各家庭でよく作っていることがわ
かる程度にする。
・うどんの試食に関して、地域の人（下高柳うどん
会）に指導してもらう。

時留意点
・地域の人材や資料を活用する。
・大きな年表に調査結果を加えていく。
○自分の学習問題を解決するために調査をし、発表しあう。
・家族や近所の人などに聞く。
・副読本やパンフレットを活用する。
・うどんの会やお店に聞く。

・児童個々の疑問を解決する為の方法をアドバイス
する。
・授業と授業の間に調査し、学外でも調査できる時
間を保障する。
・児童の調査の経過を把握する。
・大きな年表をつくり、分かったことを書き込み、
張り付けをして児童全員が協力して取り組む。
・うどんから発展した他の視点も積極的に追究して
いく。
・うどんを通して地域のくらしに関わった話や質疑
の応答をしてもらう。
・栗田さんには、うどんの他にも加須の昔のようす
を話してもらう。
○これまで分かったこと（自分の調査）を交流しあう。
○新たな疑問について話し合う。
○うどんを調べているうちに新たに出てきた疑問や追求したいことを
まとめ、調査する。
例えば、
・不動尊について
・藍染めについて
・生活の道具について
・昔の生活の様子について（おじいちゃんやお母さんの小さいころ）
など
第
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○うどんの作り方やうどんに関する児童各々の疑問を解決するための
調査をする。
・家族に聞く、近所の人に聞く。
・お店に行って聞く。
・資料で調べる。
第
一
次
手
打
ち
う
ど
ん
を
作
ろ
う
○加須手打ちうどん会長（うどん店）の栗田さんの話しを聞く。
・うどんが郷土食となった背景
・加須にうどん店が多い理由
・加須の昔の様子
・地域のくらしの変化
○栗田さんの話をまとめる
第
二
次
手
打
ち
う
ど
ん
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
・これまでの学習を振り返り、各自の方法でまとめ
をする。
○学習のまとめをする。

・うどんで調べて出てきた藍染めを実際に体験する。
・地域の技術保持者の方に協力をお願いする。
・地域の昔の様子も話して頂く。
○藍染め体験をする。
・地域の昔の様子について知る。
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感想を児童はまとめている。感想の一部は、次のと
おりである。
「私はうどんを作ったことがなくて､うきうきして
ました」「いろいろ話してくれて、うどんの歴史が
おもしろくなってきました」「うどんづくりはみん
なの心を一つにする力があるんだなあと思いまし
た」「加須の人は昔からよく食べたのがわかりまし
た」「どうしてうどん作りがはじまったのか調べて
みたいです」「どうしてうどん屋さんが多いのか勉
強したいです」｢加須の人たちはどうしてうどんを
よく食べたのか知りたいです」
このあと、児童の感想をもとに今後の学習に関す
る話し合いが行われ、次のような問題が設定されて
いる。
「なぜ、加須の人たちはよくうどんを食べるのか」
「なぜ、加須のうどんは加須の名物になったのか」
「なぜ、めでたいときなど、特別な時にうどんを
食べるのか」
「今は、なぜ小麦粉を外国から買うのか」
そして、これらの学習問題を解決するために、児
童は家で聞く、図書館で調べる、うどん屋さんに聞
いてみる、パンフレットで調べるといった調査活動
を展開している。
以上見てきたように、本単元は、①地域や家庭で
うどんがよくつくられ、食べられている様子②うど
んの材料、製造方法、歴史③うどんの味や食感とい
う内容で構成されている。すなわち、うどんを作っ
て食べるという経験の共有化を通して、製造方法、
材料、味や食感等が再認識、再確認されるとともに、
加須地域におけるうどんの摂食頻度、摂食時期、歴
史等が扱われていると言える。
そして、①家族を情報源とした聞き取り調査②調
査結果の発表と交流③地域の方とのうどんの製造と
試食体験④地域の方の話を聞く⑤学習計画に関する
話し合いという教授・学習活動が展開されている。
すなわち、児童同士の相互作用、家族や地域の熟達
者との相互作用を促す教授・学習活動によって構成
されていると言える。
第次「うどんについて調べよう」では、まず児
童が家庭で行ったうどんにかんする聞き取り調査の
結果を報告し合っている。聞き取り調査は、次のよ
うな項目の調査用紙に基づき実施されている。
「．うどんをいえでつくったことがありますか。
．だれがうどんをつくりますか。

．うどんをつくる人はだれからつくりかたをお
そわったのだろう。
．うどんをつくるときのざいりょうをしらべよ
う。
	．うどんはどのようにしてつくりますか。（つく
りかた、つくる順序）
．うどんづくりのことで知っていることがあっ
たら書いて下さい。
（ざいりょうのこと、つくりかたのこと、うどん
のれきし、うどんをよく食べる日、うどんづくり
のことでかぞくのひとのむかしの思い出や昔の生
活のようすなどなんでもいいです。自分で書いて
も、おうちの人に書いてもらっても、近所の方に
聴いてもかまいません）」
児童が調べてきたことは、次のような内容であ
る。
○ひやむぎ、そうめんなど小麦を原料としためん類
に関すること
○きしめんなどうどんの形の違いに関すること
○かんめんなど保存の工夫に関すること
○かけうどん、にこみうどんなどうどんの食べ方に
関すること
○「材料は小麦粉、水、塩で少しずつ入れ、かたま
るぐらいにする」といったうどんの作り方に関す
ること
○「しおがおおいとなかなかうすくのびない」と
いった作り方のコツに関すること
○「うどんは、からだのためにひじょうによい」と
いったうどんと健康との関わりに関すること
○「おばあちゃんの子どものころは、うどんのこな
は、家で小麦を作ってこなにしてたべた」という
ような昔のうどん作りの様子に関すること
○「昔は石うすで小麦をこなにしたそうです」と
いった昔のうどん作りの道具
○「加須周辺では、昔からとてもよい小麦がとれま
した」「加須の不動尊にお参りにくる人たちや青
縞の市がたち、そこに来る人たちの食事のために
うどん店ができた」という加須でうどんが食べら
れるようになった背景に関すること
○「お正月によくうどんを食べる」「おいわいやお
まつりのごちそう」といった年中行事や冠婚葬祭
などとのうどんとの関わりに関すること
また、中には、市内の図書館、隣町になる行田県
民センター、同じく隣町になる羽生市の藍染め屋に
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出かけて調べ、報告している児童もいたそうであ
る。例えば、図書館で調査した児童は、次のような
発表をしている。
「昔、うどんをつくるのは大変だったそうです。
うどんをつくることになると、石うすを回さなけれ
ばなりませんでした。水車のちからで小麦を粉にし
てくれる製粉所が熊谷の方にできたときは、荷車を
ひいて、一日がかりで粉をひきに行ったそうです」
また、県民センターの資料をもとに調べた児童
は、次のような発表している。
「加須付近は、利根川の水やよい土に恵まれ小麦
の産地になりました。この小麦でつくられたうどん
は、正月やお彼岸、夏の夕食などによく食べられて
きました。…（中略）…今でも、煮ぼうとうやうど
ん、すいとんがつくられています。現在、加須市に
は約40件のうどんやさんがあります。その中で、手
打ちうどん会をつくり、うどんマップやうどん教室
を開き、うどんによる町おこしをしています」
一人ひとりが複数の調査結果を持ちよっていたの
で、発表会ではすべてを発表してもらうことができ
なかったそうである。そこで、大きな年表を作り、
児童が調べてきたこと、持ち寄ったものは、すべて
その年表に掲示したそうである。
次に、加須手打ちうどん会会長であるうどん屋さ
んに、学校に来ていただいて話を聞いている。うど
ん屋さんは、次のようなお話をされている。
○加須付近でうどんが盛んに作られた理由として、
「河川改修と湿田の乾田化」「二毛作並びに庶民の
生活向上のための麦の増産」「麦飯中心の食生活
の中でうどんがごちそうになったこと」など。
○加須でうどん屋さんが多い理由として、「不動岡
不動尊が栄え、昔加須が門前町として栄えていた
こと」「青縞などの市がたち、人がたくさん集まっ
たこと」「参拝に来る人たちのためにうどん屋さ
んができたのが始まりだといわれていること」
「市に集まる人たちの食事や土産としてうどん屋
さんができたこと」など。
○うどん屋さんとして現在取り組んでいることとし
て、「うどんを PR し、さらに名物にしようと努
力していること」「PR の内容としては、野立て
看板、マップづくり、スタンプラリー、うどん教
室、テレホンカードづくりなどを行っているこ
と」「加須市でも手書き鯉のぼりとともに手打ち
うどんで加須の町を有名にしようとしているこ
と」など。
○昔の道具や交通などの様子として、「馬、馬車な
ど昔の陸上交通」「帆掛け船などの河川交通」「（会
長さんの）小さい頃の遊びや食べ物」など
このうどん屋さんの話を聞いて、児童は次のよう
な感想を書いている。
「加須の手打ちうどんが有名だったとは知りませ
んでした」「利根川の昔のことがよく分かった。加
須のうどんが昔の利根川と関係しているなんて知り
ませんでした」「自分が作った麦からおいしいうど
んを作って食べるなんて工夫していると思った」
「昔、馬車が通っていたり、帆掛け船が荷物を運ん
でいたりしたことが分かった」「不動尊にたくさん
人が集まってとても有名だったとは初めて知った」
「加須のあたりでは藍染めが盛んだったことが分
かった」
以上見てきたように、本単元は、①製造方法やコ
ツ、種類や調理方法などうどんに関すること②人々
の生活とうどんとの関わり③昔のうどん作りの様子
と道具④昔の加須の様子とうどんがよく食べられ、
名物となった歴史的背景という内容で構成されてい
る。すなわち、本単元では、加須地域におけるうど
ん作りの知恵やコツ、調理方法、製造方法、道具等
の変遷、河川改修による水田の乾田化による二毛作
体系の確立、不動尊の参拝客や青縞の市に集まる
人々を客としたうどん店の発生等の歴史的社会的背
景、当時の陸上や河川の交通手段等昔の様子が内容
として扱われていると言える。
そして、①家族や地域の方を情報源とした調査活
動②調査結果の発表と交流③うどん会会長さんの話
を聞くという教授・学習活動が展開されている。す
なわち、家族や地域の方を情報源とした一人ひとり
の児童の課題を明確にした調査活動、調査結果の発
表と交流という児童同士の相互作用、異なる熟達者
へのインタビューという相互作用をはかる教授・学
習活動によって構成されていると言える。
第三次「加須の昔を調べよう」では、うどん会会
長さんの話をきっかけに生まれた新たな疑問、残っ
ている問題などを解決するために、次のような方法
で調査が行われている。
「不動尊を本や図書館、知っている人に聞いて調
べる」「不動尊の近くの加須で一番古いうどん屋の
岡村屋さんに行って、不動尊の話や昔のうどんの作
り方を聞く」「うどん屋さんにいって、小麦を外国
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から買っている理由を聞く」「紺屋さんに行って、
藍染めについて調べる」「麦飯を家で食べてみる」
「家の昔の道具を調べる」「昔の生活の様子をおじい
ちゃんおばあちゃんなど家族の人に聞く」
こうした児童の調査活動はクラスで報告され、調
べてきたことや持ってきたもので掲示が可能なもの
は、先ほどの年表に掲示された。また、こうした児
童の調査活動の発展として、「小麦の穂を持ってき
て観察する」「昔の道具を持ち寄り、発表会をする」
「みんなで七輪をもちより、もちを焼いて食べる」
「草木染めについて調べる」「藍染めを体験する」な
どの学習活動が行われている。藍染め体験では、羽
生市の埼玉県指定無形文化財技術保持者（当時）中
島安夫さんが、児童や保護者に藍染めの話をされ、
体験指導を行っている。こうした学習から、児童は
次のような感想を書いている。
「昔の道具は、全部自分の力でやるので大変だと
思った」「七輪の火加減が難しかった」「麦飯を食べ
たら、あまりおいしくなかった」「藍染めは、自分
だけのハンカチができて、楽しかった」「米や麦だ
けでなく、藍を作って生活を少しでも楽にしようと
していたことが分かった。昔は、すごく忙しく働い
ていたんだなぁと思った」「藍で染めた着物は、虫
を寄せ付けないということを聞き、感心した」「藍
のにおいがすごかった」
以上見てきたように、本単元の内容は、加須の不
動尊、昔のうどんの作り方、小麦の輸入、藍染め、
麦飯の食味、昔の道具等、加須の昔の様子を中心と
した多様な内容で構成されている。すなわち、歴史
的建造物、農具や生活用具の変遷、栽培作物の変遷、
交通や輸送手段の変遷、生活の様子の変化等、地域
の歴史が扱われていると言える。
そして、①新たな学習課題と調査方法に関する話
し合い②保護者や地域の方を情報源とした聞き取り
調査③地域や家庭に残る「昔」探し④調査結果の発
表と交流⑤昔のくらしの疑似体験⑥藍染め技術者の
話を聞くという教授・学習活動が展開されている。
すなわち、本単元は、話し合いや調査結果の発表と
交流といった児童同士の相互作用、対話や共同体験
といった家族や地域の方、異なる熟達者との相互作
用を促す教授・学習活動によって構成されていると
言える。
本単元の終了後実施された質問紙調査では、次の
ような児童の感想がみられる。
「うどんを調べてみると、うどんだけでなくたくさ
んのことが分かり、不思議でした」「みんなが調べ
てみると自分が調べたときよりも色々なことが分か
り、みんなすごいと思った」「うどんは、みんなの
ために役立ってきたんだなぁと思いました」「うど
んを調べてみると、うどんだけでなく、他の昔のこ
ともわかりました。他の場所の名物を調べてみる
と、その場所の昔のことが分かるのではないかと思
いました」「うどんづくりを通して、みんなの心が
一つになっていると思いました。うどんには、そう
いう心が一つになる力があるようです」「自分もう
どんを上手に打って、自分の子どもに教えてあげた
い」「少ない材料で、おいしいうどんをつくって、
とても工夫してきたんだなぁと思った」「昔の人は
工夫していたんだと思います。二毛作をしたり、う
どんの乾めんを考えて、冷蔵庫がなくても保存でき
るようにしていたり、虫を寄せ付けない藍染めの着
物で畑仕事をしたり、色々なことを考えていたのが
すごいと思いました」「昔の人も今の人も生活を豊
かにしたいという気持ちは同じだということが分
かった」
すなわち、児童は、うどんを通して地域社会の変
化、父母祖父母をはじめとする地域の人々の暮らし
の変化、生産や生活の向上に努力してきた人々の生
き方を学んでいると言えるのである。
．「加須の手打ちうどん」の授業構成
（）「加須の手打ちうどん」の内容構成
本学習でうどんが教材として選択され、授業内容
が前述のように構成されるのは、「手打ちうどん」
が、「北埼玉地域の郷土食となっており、特に加須
ではうどん店が多く、うどんが名物になっており、
家庭でも手打ちうどんを打つ風習」が残っているか
らである16)。したがって、「うどんを素材として教
材を構成していくことにより、郷土食となった地域
の歴史的背景が明らかになる」と山口は考えたので
ある17)。
こうした構想の下、本学習では、以下の授業内容
が扱われている。
第一次「手打ちうどんをつくろう｣では、①地域
や家庭でうどんがよくつくられ、食べられている事
実と様子②うどんの材料、製造方法、歴史③うどん
の味や食感という内容構成のもと、うどんを作って
食べるという経験の共有化を通して、製造方法、材
教育学論究 第号 2 0 1 6
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料、味や食感等が再認識、再確認されるとともに、
加須地域におけるうどんの摂食頻度、摂食時期、歴
史等が授業内容として扱われているのである。そし
て、「なぜ、加須の人たちはよくうどんを食べるの
か｣「なぜ、加須のうどんは加須の名物になったの
か」「なぜ、めでたいときなど、特別な時にうどん
を食べるのか」「今は、なぜ小麦粉を外国から買う
のか」と、児童の問題関心が集約されることによっ
て、学習目標の共有化が図られ、「うどん」をキー
ワードに学習の文脈が形成されていると言える。
第二次「うどんについて調べよう」では、①製造
方法やコツ、種類や調理方法などうどんに関するこ
と②人々の生活とうどんとの関わり③昔のうどん作
りの様子と道具④昔の加須の様子とうどんがよく食
べられ、名物となった歴史的背景という内容構成の
もと、加須地域におけるうどん作りの知恵やコツ、
調理方法、製造方法、道具等の変遷、河川改修によ
る水田の乾田化による二毛作体系の確立、不動尊の
参拝客や青縞の市に集まる人々を客としたうどん店
の発生等の歴史的社会的背景、当時の陸上や河川の
交通手段等昔の様子が授業内容として扱われている
のである。すなわち、本単元では、うどんの材料、
製造方法、道具、調理方法等の変遷をとおして、地
域の食文化が形成される歴史的、自然的、社会的条
件を「うどん」をキーワードに関連付ける構成と
なっていると言える。
第三次「加須の昔を調べよう」では、加須の不動
尊、昔のうどんの作り方、小麦の輸入、藍染め、麦
飯の食味、昔の道具等、加須の昔の様子を中心とし
た多様な内容構成のもと、歴史的建造物、農具や生
活用具の変遷、栽培作物の変遷、交通や輸送手段の
変遷、生活の様子の変化等が授業内容として扱われ
ているのである。すなわち、本単元は、児童の問題
関心に基づく内容が多様に学習され、それらが「う
どん」をキーワードに、児童自身によって関連付け
られる構成になっていると言える。
以上見てきたように、本学習では、二つの内容に
よって内容構成が図られている。うどんに関するこ
とと加須の昔の様子である。うどんに関することで
は、うどんの材料、製造方法、道具、調理方法等が
扱われている。加須の昔の様子に関することでは、
歴史的建造物、農具や生活用具の変遷、栽培作物の
変遷、交通や輸送手段の変遷、生活の様子の変化等
が扱われている。そして、この二つの内容は、「な
ぜ、加須の人たちはよくうどんを食べるのか」「な
ぜ、加須のうどんは加須の名物になったのか」「な
ぜ、めでたいときなど、特別な時にうどんを食べる
のか」という加須のうどんをめぐる歴史的背景、「今
は、なぜ小麦粉を外国から買うのか」という加須の
うどんをめぐる現代的課題を探究する内容構成に
よって、関連付けられているのである。すなわち、
「うどんを調べてみると、うどんだけでなくたくさ
んのことが分かり、不思議でした」「うどんを調べ
てみると、うどんだけでなく、他の昔のこともわか
りました。他の場所の名物を調べてみると、その場
所の昔のことが分かるのではないかと思いました」
という児童の感想にあるように、本授業実践の内容
構成原理は、地域の生産と生活の変遷を、地域の食
文化が形成されてきた歴史的背景を探究するという
文脈に埋め込んだところにあると言える。
（）展開方法の構成
本学習が前述のように展開されるのは、「児童が
主体的に地域の社会事象を探究することを保障す
る」授業構成を山口が意図したからである18)。そこ
で、「生活に密着した素材であるので、児童の調査
する手がかりが多い」うどんを教材として選択し、
「児童の主体的な探究活動を期待」したのである19)。
こうした構想の下、本学習では、以下の教授・学
習活動が展開されている。
第一次「手打ちうどんをつくろう」では、①家族
を情報源とした聞き取り調査②調査結果の発表と交
流③地域の方とのうどんの製造と試食体験④地域の
方の話を聞く⑤学習計画に関する話し合いである。
すなわち、児童同士の相互作用、家族や地域の熟達
者との相互作用を促す教授・学習活動によって構成
されている。したがって、本単元では、家族や保護
者、地域の熟達者との対話や共同体験といった相互
作用によって認知的葛藤が発生し、児童の動機付け
がはかられていると言える。そして、発生した認知
的葛藤が、学習問題に関する話し合いを通して、「な
ぜ、加須の人たちはよくうどんを食べるのか｣「な
ぜ、加須のうどんは加須の名物になったのか」「な
ぜ、めでたいときなど、特別な時にうどんを食べる
のか」「今は、なぜ小麦粉を外国から買うのか」と
して集約されることによって目標の共有化がはから
れ、「うどん」をキーワードに学習の文脈が形成さ
れていると言える。
小学校社会科学習における地域食文化の教材化
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 8号／
峯岸由治  校
189
  Page 204 16/12/16 13:14
第次「うどんについて調べよう」では、①家族
や地域の方を情報源とした調査活動②調査結果の発
表と交流③うどん会会長さんの話を聞くという教
授・学習活動が展開されている。すなわち、家族や
地域の方を情報源とする一人ひとりの児童の課題を
明確にした調査活動、調査結果の発表と交流という
児童同士の相互作用、異なる熟達者へのインタ
ビューという相互作用をはかる教授・学習活動に
よって構成されている。したがって、本単元では、
家族や地域の方、本や「もの」との交流を通して得
た児童一人ひとりの異なる知識が、発表・交流され
ることによって、協同的知識構築が行われていると
言える。そして、協同的に構築された知識は熟達者
との交流を通して検証･吟味され、より整合性の高
い知識として再構築されていると言える。
第三次「加須の昔を調べよう」では、①新たな学
習課題と調査方法に関する話し合い②保護者や地域
の方を情報源とした聞き取り調査③地域や家庭に残
る「昔」探し④調査結果の発表と交流⑤昔のくらし
の疑似体験⑥藍染め技術者の話を聞くという教授・
学習活動が展開されている。すなわち、本単元は、
話し合いや調査結果の発表と交流といった児童同士
の相互作用、対話や共同体験といった家族や地域の
方、異なる熟達者との相互作用を促す教授・学習活
動によって構成されている。したがって、本単元
は、一人ひとりの児童の問題関心に基づく調査と結
果の交流による課題解決、相互作用により触発され
た新たな課題の発見と解決、並びに異なる熟達者と
の対話や共同体験を通して、「うどん」をキーワー
ドに関連付けられたより広範囲の知識の協同的構築
がはかられていると言える。
以上見てきたように、「みんなが調べてみると自
分が調べたときよりも色々なことが分かり、みんな
すごいと思った」という児童の感想にもあるよう
に、本授業実践の展開方法原理は、知識の協同的構
築にあると言える。そして、この展開方法の原理に
基づく授業設計として、次のような本授業の設計を
指摘できる。
①共同体験に基づいた学習問題の設定による目標
の共有化②一人ひとりの子どもの学習課題の明確化
と支援③家族や地域の方など熟達者との対話や共同
体験④「大きな年表をつくり、わかったことを書き
こみ張り付け」るという学びの可視化⑤子どもたち
同士の対話や共同体験による可視化された学びの共
有化
こうした授業設計が、「うどんづくりを通して、
みんなの心が一つになっていると思いました。うど
んには、そういう心が一つになる力があるようで
す」「自分もうどんを上手に打って、自分の子ども
に教えてあげたい」と児童が感じられるような「学
習者相互の対話＝社会的相互作用過程の組織化と合
意形成に向けての調整活動はもとより、教室と子ど
もたちのあいだに、話し合いと協同的学びに価値観
をおく教室文化」を作り出していくことを可能にし
ていると言える20)。
．おわりに
本小論では、埼玉県加須市立水深小学校教諭（当
時）山口真吾氏が、1996年度に行った小学校
年社
会科授業実践「加須の手打ちうどん」を取り上げ、
地域食文化の教材化について検討してきた。
「加須の手打ちうどん」は、地域に根づいた食文
化を教材として、「加須ではうどん店が多く、うど
んが名物になっており、家庭でも手打ちうどんを打
つ風習がある」という社会的文化的文脈の中で、「う
どんの起源を探究」するという子どもたちにとって
意味のある学習活動に、｢地域のくらしの変化｣を学
ぶという問題が埋め込まれた内容構成となっていた
のである。そして、対話や共同体験による家族や地
域の方、複数の熟達者との相互作用、児童の相互作
用が展開され、学びの可視化と可視化された学びの
もとで発揮された創発性と協応構造によって、協同
的知識構築がはかられていたのである21)。
本研究は、小学校社会科地域学習における食文化
の教材化、並びに授業構成の一つの在り方を解明し
たところに意義が認められる。今後の課題は、第一
に、食文化を教材とした他の社会科授業実践を発掘
し、その教材化の視点、並びに授業構成を解明し、
構成原理を一般化することである。第二に、解明し
た構成原理を援用して授業を開発し、検証すること
である。
【註】
1）江原絢子 石川尚子編著『日本の食文化 その伝承
と食の教育』アイ・ケイ コーポレーション，2009年，
p. 3.
また、「食文化」については、次のような説明もなさ
れている。
「食事文化、あるいは食文化という概念を提示された
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のは1970年代後半のことであった。それまでの栄養
学、調理学、生理学の領域で扱ってきた食を、一挙
に食料の生産、獲得より、分配・流通、調理、栄養、
食卓食具、調理場、食べ方、食べる場、設営片付け、
廃棄、排泄に至るまで、自然科学、さらに歴史、民俗、
思想、宗教、法律、経済、社会、文学、美術工芸等々
の人間の食をめぐる一切を含む概念として食文化と
いう言葉が生まれたのである」農林水産省「日本の
伝統的食文化としての和食」
http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/culture/
wasyoku.html 2016年月18日参照．
2）同上.
3）岸田恵津 能瀬陽子「小学校における食文化に関する
学習内容を取り入れた食育の実践―兵庫県研究指定
校の研究紀要を資料として―」兵庫教育大学研究推
進委員会『兵庫教育大学大学院研究紀要』2011年，pp.
203-212．なお、本研究では、社会科との関連につい
て、例えば、「中学年で地産地消、郷土食、産業・人、
食の継承が食文化に関する学習内容となる」と指摘
している。p. 211.
4）初沢敏生「模擬授業実践報告（3）―小学校年社会
科 地域の食文化の学習を例として―福島大学教育
学部附属教育実践総合センター『福島大学教育実践
研究紀要』47号，2004年12月，p. 42.
平川泰海「『食』を視点にした小学校社会科授業の開
発研究―第
学年単元『加西市の農家（ゴールデン
ベリーＡ）の仕事』の場合―」平成25年，p. 9．本研
究は、下記のサイトで公開されている。 repository.
hyogo-u. ac. jp/dspace/... /1/YU40401023-1. pdf 2016
年月25日、参照．
5）同上.
6）前掲(4)初沢，p. 42.
7）同上．
8）同上．
9）同上．
10）山口真吾「地域の歴史的学習における教材開発と授
業構成の検討―小学校
年「加須の手打ちうどん」
の実践を手がかりとして―」埼玉県総合教育センター
『埼玉教育』平成10年月号，pp. 40-45.
11）上記論文に加えて、山口氏から下記の資料を提供し
ていただいた。なお、山口真吾氏は、現在埼玉県加
須市立花崎北小学校に校長として勤務されている。
① 山口前掲(10)
② 「食文化を視点とした地域学習の改善―章「加須の
手打ちうどん」を手がかりに地域の歴史を探る」全
国社会科教育学会第46回全国研究大会 発表資料，
1997年10月26日．
③ 「食文化を視点とした地域に関する学習の改善―
『加須の手打ちうどん』の実践を手がかりとして―」
平成12年度全国小学校社会科研究協議会・平成12年
度関東地区小学校社会科研究協議会・第29回埼玉県
社会科教育研究会研究発表大会 発表資料，平成13
年月日．
12）山口前掲(9)，p. 41.
13）山口前掲(10)①，p. 3.
14）同上．
15）紙幅の関係から、特に断らない限りは、山口前掲(10)
②からの引用である。
16）山口前掲(10)①，p. 1.
17）山口前掲(10)②，p. 2.
18）山口前掲(11)①，p. 40.
19）山口前掲(11)①，p. 41.
なお、山口は、「うどん」を教材として授業を構成
する意義について、次のように指摘している。
「⑴地域の人材を活用しながら、体験的学習活動が展
開できる。⑵児童の主体的な探究活動が期待できる。
⑶児童が主体的に社会事象を関連付け、社会的行為
の価値を見出すことができる。⑷多様な学習に発展
できる。」
すなわち、⑴と⑵は、展開方法に関連した指摘と
なっている。⑶と⑷は、内容構成に関連した指摘と
なっている。
20）佐藤広治『認知心理学から見た読みの世界』北大路
書房，2002年，p. 86.
なお、「協同」とは、「複数の人または団体が、力
を合わせて物事を行うこと」である。近年、この「協
同」による学びが注目されている。協同学習は、子
どもがクラスやグループの子ども同士の話し合いや
発表、協同による調査や製作活動といった社会的な
相互交流によって、協力して活動を行いながら課題
を解決していく学習である。こうした協同による学
びは、情意、認知、社会性の向上をもたらすと指摘
されている。「協同」による学びの背景には、「人は
他者とはたらきかけ合うなかで自らの考え・知識を
構成していくものである」という社会的構成主義の
考え方がある。社会的構成主義では、「知識構成の活
動を社会･文化的な状況の中でとらえ、個人の認識活
動と社会･文化的状況との相互作用の結果として知識
が成立・存在する」と考えられている。したがって、
社会的構成主義の学習理論では、｢学習とは学習者自
身が知識を構築していく過程」であり、「知識は状況
に依存」しており、「学習は共同体の中での相互作用
を通じて行われる」と考えられる。学習における教
師の役割は、「協力者」としての役割が期待され、「学
習者相互の対話＝社会的相互作用過程の組織化と合
意形成に向けての調整活動はもとより、教室と子ど
もたちのあいだに、話し合いと協同的学びに価値観
をおく教室文化」を作り出していくことにあるとさ
れる。主な参考文献は、以下のとおりである。
①久保田賢一『構成主義パラダイムと学習環境デザイ
ン』関西大学出版部，2005年
②高垣マユミ『授業デザインの最前線−理論と実践を
つなぐ知のコラボレーション』北大路書房，2005年．
③ R. K.ソーヤー 森敏昭・秋田喜代美（訳）『学習科
学ハンドブック』培風館，2009年
21）創発性とは、「自律的にふるまっている個体がシステ
ムとして集まったときに、これらの個体間の相互作
用によってシステム全体の秩序が生成され、このよ
うにしてできたシステムの秩序が逆に個体のふるま
いに制約を与えるという、双方向の動的な相互作用
過程の中で新しい機能と秩序が作り出されること」
である。佐藤，前掲(20)，p. 107.
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【附記】
本研究をまとめるにあたって、埼玉県加須市立花
崎北小学校校長山口真吾氏から、授業記録や発表資
料等を提供していただきました。記して感謝いたし
ます。
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